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キーム全般の調整の観点から、
こ―ハブになうて頂きますので、
にお1願いします。

、定期1借地契約を中心に出1資者間|の

な場合‐が今後も可能性がありますので、
その場合は当方主体に大洋様と協議|しますので、
男1途ご相談下さい。

電製電摩ワ確覗|=(大勢に影響‐ない1部1分かと1思い1ますが)

2点ほど.=メントをしておりますので、
ご対応|お願い申し上!ザます。

(See attaoled,お :定1借‐契約(関係者集約)07071,`do6)
(See attaёhed■ b:確認書(地所t曽根崎)o70620ク|リア,dol)
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確認書

大洋 リアルエステー ト株式会社 (以 下「甲」という。)、 三菱地所株式会社 (以 下「乙」という。)

及び御堂筋共同ビル開発特定目的会社 (以 下 「丙」といい、甲、乙及び丙を総称 して 「当事者」

とい う。)と は、甲乙間の 2007年 4月 2日 付基本合意書 (「 (仮)御堂筋共同ビル計画」)(以下「本

件基本合意書」という。)及び甲と丙との間の 2007年●月● 日付定期借地権設定契約書 (以 下「本

件定期借地権設定契約」という。)に関し、以下のとお り確認書 (以 下 「本確認書」とい う。)を

締結する。

第 1条 当事者は、本件定期借地権設定契約の締結後も、本件基本合意書が有効であることを確

認する。なお、本件定期借地権設定契約の規定と本件基本合意書第 3条の規定が饉嬬又

は矛盾する場合は、本件基本合意書第 3条の規定が優先するものとする。

第 2条 本確認書に定めなき事項については本件基本合意書又は本件定期借地権設定契約の規定

に従 うものとする。

以上の契約の証 として本確認書原本 3通 を作成 し、甲、乙及び丙が各 自記名捺印の上、各 1通 を

保有する。

2007年●月● 日

甲 :大阪市中央区北浜三丁 目 1番 22号

大洋 リアルエステー ト株式会社

代表取締役社長  堀 内 正 雄

乙 :東京都千代田区大手町一丁目6番 1号

三菱地所株式会社

取締役社長    木 村 恵 司

丙 :東京都中央区日本橋本町一丁目 9番 13号

御堂筋共同ビル開発特定目的会社

取 締 役    見 上 正 美


